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仏塔 に関わった出家者

井 上 陽

出家者が,在 家信者の死者儀礼や祖先崇拝に関わることを述べ る文献資料はな

い1)が,少 なからず碑銘資料からそれを窺わせるものがある.仏 塔信仰には,先

祖供養の一・面があった2)し,仏 塔には,早 くから出家者も関心を寄せていた.そ

れなら,出 家者は在家信者の民間信仰的な儀礼や崇拝 とどの様に関わっていたの

だろうか.本 稿 はこのことについて論 じるものである.

仏塔 と先祖供養のつながりをはっきり示すものとして,紀元前1世 紀のシンコッ

ト出土舎利容器銘文がある.

この舎利は破壊されていて,尊 敬されていない.そ れ(舎 利)に 対する季節の供物は衰微

し,誰 も信仰 と供物 と水を先祖(pit[r]Z)に 供養していない.…[塚 本Shinkot2.]

注 目す るの は,舎 利 を供養 していない こ とが,先 祖 を供養 してい ない ことを示

してい ることであ る.ま た,Azes63年(6c.E)の 年 付 をもっBajaur地 方 出土舎

利容器銘文 では,Indravarmaが 親 族 と共 に釈尊 の舎利 を奉安 した ことが 「[逝去せ

る]先 祖 の供養(piduapuyaeskt.ρ 略 吻 の のために」 なる ことを刻 してい る[塚

本Bajaur1.].こ れ ら以外 にも,西 北 イ ン ドか ら発見 されてい る舎 利容器銘文 には,

釈尊の舎利の奉安が,一 切諸仏の供養等,父 母の供養になると刻され,そ れが死

者かどうか解らないが,父 母の供養 と仏への供養が同等のものであることを示 し

ている.こ れらには出家者の名は出てこないが,明 かに,仏 塔信仰 と先祖供養及

びそれを含む祖霊信仰 と関係があることを示 している.

仏塔に出家者が関わることについて言えば,最 古層に属するバールフットから

は,仏 塔の欄楯柱に出家者の名を刻 している3).こ れらの出家者の中には,調 諦者

(漁 ・漁),[三]― 蔵 の精通者(petakif7),五 部 の精通者(pa[m]car7ekayika),経 の精通

者(5贈 卿 爾 と呼 ばれ る出家者が いる ことに注意 を引 く.こ れ らは,職 能 的役割

をもった出家者が仏塔への寄進 という形での関わり方であるが,仏 塔及びその付

属物の建立という形での出家者の関わ り方もある.

紀元前2世 紀のサータヴァーハナ朝治下,西 インドのカーネリー窟院銘文は,
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在家信者の寄進 した窟院が,寄 進者たちの肉親の供養,一 族に最高の[功 徳の]

配 分(agapatasia)に な ら ん こ とを 祈 願 し,一 切 衆 生 の 利 益 ・安 楽 の た め に な る こ

と も 祈 願 し て い る.さ ら に こ の 窟 院 は 出 家 者 に よ っ て 建 立 さ れ た こ と を 刻 し て い る .

… こ こ に造 営 監 督 者(navakamika)・ 出 家 者 で あ る諸 長 老 の大 徳acala大 徳Gahala(Grhala)
,

大徳Vijayamita(Vijayamitra),大 徳Bodhika,大 徳Dhamapala(Dharmapala),… 監 督 者 で

あ るBodhika,た ち に よ って な され た.[塚 本Kanheri5.]

上 記 銘 文 に で て く る 造 営 監 督(navakamikaskt.yTavakarmika)は,お も に 僧 院 や 仏

塔の建立を職能的役割 とする出家者で,広 く律文献にも窺える4)も のである.こ

こでは,一 族への配分が死者に対 してのものなのか解 らないが,窟 院建立の功徳

が他者に振 り向けられることを示 している.ま た,こ の様な民間信仰的な側面 に

直接,出 家者が儀礼に関わることは刻されていないが,窟 院の建立 という形で在

家信者の信仰 と関わっていた と考えられるのである.

紀元後3世 紀のナーガールジュナコーンダ大塔出土アーヤカ柱銘文には,寄 ―進

者の功徳が死者のみならず,未 来や現在の人々に廻向し,自 らは涅槃を得 ること

が 刻 さ れ て い る[塚 本Nagaljunakonda1-9,11,14―16.].さ ら に,大 塔 の 建 立 が 出 家

者 に よ っ て な さ れ た こ と も 刻 し て い る.

… 長 部 ・中 部 経 典 の 受 持 者(digha -majhima-nikayadhara)で あ る大 徳Anada(Ananda)に

よっ て この大 塔 の 造 営 が 完 成 せ し め られ た.そ して柱 が建 立 せ しめ られ た.…

[塚 本Nagarjunakonda6,14.]

これら,ア ーヤカ柱銘文に刻 される布施者 自身の行為が出世間的果報を導 くも

のであるが,廻 向される対象の得 るものが,出 世間的果報なのか世間的果報なの

か明かでない.た だ,布 施の功徳が涅槃を導 く善根 と考えられていることは,明

かに出世間的内容であり,そ こに長部 ・中部経典の受持者である出家者が関わっ

たということは,世 間から出世間への昇華に関与 したと考えられるのである.

これまで,仏 塔 と民間信仰的内容に関わる出家者についてみてきた.そ れ らは,

儀礼等の行為に直接関わるものではなく,仏 塔への寄進及 び建立 という関わ り方

であった.そ こに は,い くっかの出家者の職能的役割が あ り,Miliyidapanhaに は

以下の ように述べ られてい る.

「尊者ナーガセーナよ,何 を仏陀世尊のバザールというのか」と.「大王よ,世 尊の九分の

仏語 諸々の舎利 ・諸々の聖遺物 ・諸々の祠堂,僧 宝をバザールとする。大王よ,バ ザー

ルにおいて世尊により,生 成就が差出され,財 成就が差出され,寿 成就が差出され,無 病

成就が差出され,美 貌成就が差出され,智 慧成就が差出され,人 成就が差出され,天 成就
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が差出され,涅 槃成就が差出されている.そ こで,そ れぞれの成就を欲する諸々の人たち

は業の代金を払って,所 望の成就を買う.あ る者は戒の受持によって[諸 々の成就を]買

う.あ る者は布薩行によって 〔諸々の成就を〕買うのである.[そ れは]た とい少量の業

の代金によっても希望の諸々の成就を得 るのである.… 」… 「大王よ,世 尊の法の街にお

いて,次 のような人々が住んでいる.颯 諦者 ・持律者 ・論者 ・説法者 ・ジャータカ諦者 ・

長[部]諦 者 ・相応[部]諦 者 ・増支[部]諦 者 ・小[部]諦 者…,[そ れ らは]あ たか

も葦の林のように,法 の街に住んでいた.

[Milinda panho (PTS) V. Trenckner ed. (London:1986) 341-342.]

ここで興味を引くのが,在 家信者は,業 の代金 (kammamula) ・戒の受持 ・布薩

によって生成就乃至涅槃成就の果報も得 ることができるということである.言 い

換えれぼ,こ れら専門的役割を持った出家者 は,在 家信者の果報に応 じてその役

割を担っているということである.ま た,こ こに述べられる仏陀世尊のバザール

には,諸 々の舎利 ・諸々の聖遺物 ・諸々の祠堂 とい うように諸々のス トゥーパを

指している.そ のス トゥーパをもとに,出 家者 は在家信者の功徳の成就に関与し

ていたと考えることはできないだろうか.

以上,祖 先崇拝に関係がある仏塔に,出 家者は,寄 進及び建立 とい う形で関わっ

たこと,そ の出家者には職能的役割を担った出家者がいたこと,さ らに,こ れら

の出家者は在家信者の功徳の成就に関与 していたことを述べた.こ れらを考え合

わせると,死者儀礼や祖先崇拝を司祭することを直接言及す る資料はないものの,

仏塔に関わる出家者 は,祖 先崇拝等の在家信者の信仰 と向き合って,そ の関係を

持っていたと考えられるのである.
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